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VLAN について
VLANを使用すると、ネットワークを、レイヤ 2レベルの個別の論理領域として分割できます。
VLANはブロードキャストドメインと見なすこともできます。

どのようなスイッチポートでもVLANに属すことができ、ユニキャスト、ブロードキャスト、マ
ルチキャストのパケットは、その VLANに属するエンドステーションだけに転送またはフラッ
ディングされます。各VLANは論理ネットワークと見なされ、VLANに属さないステーション宛
てのパケットはルータで転送する必要があります。

VLAN の概要
VLANは、ユーザの物理的な場所に関係なく、機能またはアプリケーションによって論理的にセ
グメント化されるスイッチドネットワーク内の端末のグループです。 VLANは、物理 LANと同
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じ属性をすべて備えていますが、同じLANセグメントに物理的に配置されていないエンドステー
ションもグループ化できます。

どのようなスイッチポートでもVLANに属すことができ、ユニキャスト、ブロードキャスト、マ
ルチキャストのパケットは、その VLANに属するエンドステーションだけに転送またはフラッ
ディングされます。各VLANは 1つの論理ネットワークであると見なされます。VLANに属して
いないステーション宛てのパケットは、ルータを経由して転送する必要があります。次の図は、

論理ネットワークとしての VLANを示します。エンジニアリング部門のステーション、マーケ
ティング部門のステーション、および会計部門のステーションはそれぞれ別のVLANに割り当て
られています。

図 1：論理的に定義されたネットワークとしての VLAN

VLANは、通常 IPサブネットワークに関連付けます。たとえば、特定の IPサブネットに含まれ
るすべてのエンドステーションを同じ VLANに属させる場合などです。 VLAN間で通信するに
は、トラフィックをルーティングする必要があります。

デフォルトでは、新規に作成された VLANは動作可能です。つまり、新規に作成された VLAN
は、非シャットダウンの状態になります。また、トラフィックを通過させるアクティブステー

ト、またはパケットを通過させない一時停止ステートに、VLANを設定することもできます。デ
フォルトでは、VLANはアクティブステートでトラフィックを通過させます。

VLANインターフェイスまたはスイッチ仮想インターフェイス（SVI）は、VLAN間の通信用とし
て作成されるレイヤ 3インターフェイスです。 VLAN間でトラフィックをルーティングするに
は、各 VLANに VLANインターフェイスを作成して、設定する必要があります。各 VLANに必
要な VLANインターフェイスは、1つだけです。
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VLAN の範囲

Cisco Nexus 9000デバイスでは、拡張システム IDが常に自動的にイネーブルになります。（注）

このデバイスは IEEE 802.1Q標準に従って、最大 4095の VLANをサポートします。これらの
VLANは、ソフトウェアによっていくつかの範囲に分割され、範囲によって用途が少しずつ異な
ります。

設定の制限については、ご使用のスイッチの検証済みの拡張性の制限に関するマニュアルを参照

してください。

この表では、VLAN範囲について説明します。

表 1：VLAN の範囲

使用法範囲VLAN 番号

シスコのデフォルトです。こ

の VLANは使用できますが、
変更や削除はできません。

Normal1

これらの VLANは、作成、使
用、変更、削除できます。

Normal2～ 1005

これらの VLANは、作成、命
名、使用できます。次のパラ

メータは変更できません。

•ステートは常にアクティ
ブです。

• VLANは常にイネーブル
です。これらの VLANは
シャットダウンできませ

ん。

拡張サービス1006～ 3967

これらの VLANは、内部デバ
イスによる使用のために割り当

てられています。内部使用に

予約されたブロック内のVLAN
の作成、削除、変更はできませ

ん。

内部割り当て3968～ 4095
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ソフトウェアは、内部 VLANの使用を必要とするマルチキャストや診断などの機能のために、
VLAN番号のグループを割り当てます。予約グループの VLANの使用、変更、削除はできませ
ん。内部的に割り当てられている VLAN、およびそれに関連した用途は表示できます。

このような内部使用のために 128の予約済みVLAN（3968～ 4095）からなるブロックが割り当て
られます。

VLAN の作成、削除、変更

デフォルトでは、すべての Cisco Nexus 9396および Cisco Nexus 93128ポートはレイヤ 2ポート
です。

デフォルトでは、すべての Cisco Nexus 9504および Cisco Nexus 9508ポートはレイヤ 3ポート
です。

（注）

VLANには 1～ 3967の番号が付けられます。スイッチポートとして設定したポートはすべて、
レイヤ 2デバイスとしてのスイッチの初回起動時に、デフォルトVLANに割り当てられます。デ
フォルトVLAN（VLAN1）はデフォルト値だけを使用し、デフォルトVLANでアクティビティの
作成、削除、一時停止を行うことはできません。

VLANは、番号を割り当てることによって作成します。作成したVLANは削除したり、アクティ
ブステートから一時停止ステートに移行したりできます。既存の VLAN IDを使用して VLANを
作成しようとすると、デバイスでVLANサブモードが開始されますが、同じVLANは再作成され
ません。

新規に作成したVLANは、そのVLANにレイヤ 2ポートが割り当てられるまでは未使用の状態に
なります。すべてのポートはデフォルトで VLAN1に割り当てられます。

VLANの範囲により、次のパラメータをVLAN用に設定できます（デフォルトVLANを除く）。

• VLAN名

• VLANステート

•シャットダウンまたは非シャットダウン

最大 128文字のVLANロングネームを設定できます。VLANロングネームを設定するには、VTP
がトランスペアレントモードである必要があります。

VLANアクセスポートまたはトランクポートとしてのポートの設定と、VLANへのポートの
割り当ての詳細については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Interfaces Configuration Guide』を
参照してください。

（注）

特定のVLANを削除すると、そのVLANに関連するポートは非アクティブになり、トラフィック
は流れなくなります。トランクポートから特定のVLANを削除すると、そのVLANだけがシャッ
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トダウンし、トラフィックは引き続き、トランクポート経由で他のすべてのVLAN上で転送され
ます。

ただし、削除した VLANの VLANとポートのマッピングはシステム上にすべて存続しているた
め、そのVLANを再イネーブル化または再作成すると、元のポート設定が自動的にそのVLANに
戻されます。 VLANのスタティックMACアドレスとエージングタイムは、VLANを再イネーブ
ル化しても復元されません。

VLANコンフィギュレーションサブモードで入力したコマンドはすぐに実行されません。変
更を反映するには、VLANコンフィギュレーションサブモードを終了する必要があります。

（注）

VLAN のハイアベイラビリティ
このソフトウェアでは、コールドリブート時に、VLANのステートフルおよびステートレスの両
方の再起動で、ハイアベイラビリティがサポートされます。ステートフルな再起動では、最大 3
回の再試行がサポートされます。再起動から 10秒以内に 4回以上の再試行を行うと、スーパー
バイザモジュールがリロードされます。

VLANを使用しているときに、ソフトウェアのアップグレードまたはダウングレードをシームレ
スに実行できます。

ハイアベイラビリティ機能の詳細については、『CiscoNexus 9000 SeriesNX-OSHighAvailability
and Redundancy Guide』を参照してください。

（注）

VLAN のライセンス要件
次の表に、この機能のライセンス要件を示します。

ライセンス要件製品

VLANにライセンスは必要ありません。ライセ
ンスパッケージに含まれていない機能はすべて

CiscoNX-OSシステムイメージにバンドルされ
ており、追加費用は一切発生しません。

Cisco NX-OS

VLAN 設定の前提条件
VLANには次の前提条件があります。
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•デバイスにログインしていること。

• VLANを変更するには、その VLANが作成されている必要があります。

VLAN の設定に関する注意事項および制約事項
VLAN設定時の注意事項と制約事項は次のとおりです。

• 1つの VLANまたは VLAN範囲を設定できます。

多数の VLANを設定する場合は、最初に vlanコマンドを使用して VLANを作成します（た
とえば、vlan 200-300, 303-500）。 VLANが正常に作成された後、これらの VLANに順番に
名前を付けるか設定します。

•内部使用のために予約された VLANグループ内の VLANは、作成、変更、または削除する
ことはできません。

• VLAN1は、デフォルトVLANです。このVLANの作成、変更、または削除はできません。

• VLAN1006～3967は常にアクティブステートなので、常にイネーブルです。これらのVLAN
のステートを一時停止またはシャットダウンすることはできません。

•スパニングツリーモードを変更すると、レイヤ 2 VLANと同じ VLAN IDを共有するレイヤ
3サブインターフェイス VLANは、ハードウェアの再プログラミングの結果として発生する
マイクロ秒のトラフィックドロップの影響を受ける可能性があります。

• VLAN3968～ 4094は内部VLANです。内部VLANは他のVLANタイプに変更できません。

VLAN のデフォルト設定
次の表に、VLANパラメータのデフォルト設定を示します。

表 2：VLAN パラメータのデフォルト値

デフォルト値パラメータ

EnabledVLAN

VLAN1：スイッチポートとし
て設定したポートは、VLAN1
に割り当てられます。

VLAN

1VLAN ID
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デフォルト値パラメータ

•デフォルト VLAN
（VLAN1）：default

•他のすべての VLAN：
VLAN vlan-id

VLAN名

ActiveVLANステート

イネーブル：RapidPVST+がイ
ネーブル

STP

ディセーブルVTP

1VTPバージョン

VLAN の設定

VLANへのレイヤ 2インターフェイスの割り当て（アクセスまたはトランクポート）の詳細
については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Interfaces Configuration Guide』を参照してくださ
い。デフォルトでは、すべてのインターフェイスが VLAN1に割り当てられます。

（注）

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能の Cisco NX-OSコマンドは従来の Cisco IOSコ
マンドと異なる点があるため注意が必要です。

（注）

VLAN の作成と削除（CLI バージョン）
デフォルトのVLANおよびデバイス用に内部的に割り当てられたVLAN以外は、すべてのVLAN
を作成または削除できます。

VLANを作成すると、その VLANは自動的にアクティブステートになります。
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VLANを削除すると、そのVLANに関連するポートは非アクティブになります。したがって、
廃棄されるトラフィックフローやパケットはありません。トランクポートの場合、ポートは

オープンしたたままで、削除した VLANを除く他のすべての VLANからのトラフィックが引
き続き転送されます。

（注）

作成する VLANの範囲内に作成できない VLANが含まれていると、作成できない VLANがリス
トされたメッセージが戻されますが、指定範囲内の他の VLANはすべて作成されます。

VLANコンフィギュレーションサブモードで VLANの作成と削除を行うこともできます。（注）

手順の概要

1. config t
2. vlan {vlan-id | vlan-range}
3. exit
4. （任意） show vlan
5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

設定モードを開始しますconfig t

例：
switch# config t
switch(config)#

ステップ 1   

VLANまたはVLANの範囲を作成します。割り当て済みのVLAN
番号を入力すると、そのVLANのVLANコンフィギュレーショ

vlan {vlan-id | vlan-range}

例：
switch(config)# vlan 5
switch(config-vlan)#

ステップ 2   

ンサブモードが開始されます。内部的に割り当てられている

VLANに割り当てられている番号を入力すると、エラーメッ
セージが返されます。 VLANの範囲を入力し、指定 VLANの 1
つ以上が、内部的に割り当てられた VLANの範囲外である場
合、コマンドは範囲外のVLANだけで有効になります。指定で
きる範囲は 2～ 3967です。VLAN1はデフォルト VLANであ
り、作成や削除はできません。内部使用のために予約されてい

る VLANの作成や削除はできません。

VLANモードを終了します。exit

例：
switch(config-vlan)# exit
switch(config)#

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

VLANの情報およびステータスを表示します。
show vlan

例：
switch# show vlan

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコンフィギュ

レーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 5   

次に、15～ 20の範囲で VLANを作成する例を示します。

switch# config t
switch(config)# vlan 15-20
switch(config-vlan)# exit
switch(config)#

VLAN コンフィギュレーションサブモードの開始
VLANの次のパラメータの設定または変更を行うには、VLANコンフィギュレーションサブモー
ドを開始する必要があります。

• Name

• State

• Shut down

手順の概要

1. config t
2. vlan {vlan-id | vlan-range}
3. exit
4. （任意） show vlan
5. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

設定モードを開始しますconfig t

例：
switch# config t
switch(config)#

ステップ 1   

VLANコンフィギュレーションサブモードにします。こ
のサブモードでは、VLANまたは VLAN範囲に対して、

vlan {vlan-id | vlan-range}

例：
switch(config)# vlan 5
switch(config-vlan)#

ステップ 2   

名前の指定、ステートの設定、ディセーブル化、および

シャットダウンを実行できます。

VLAN1または内部的に割り当てられた VLANに対して
は、これらの値を変更できません。

VLANコンフィギュレーションモードを終了します。exit

例：
switch(config-vlan)# exit
switch(config)#

ステップ 3   

（任意）

VLANの情報およびステータスを表示します。
show vlan

例：
switch# show vlan

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコンフィ

ギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 5   

次に、VLANコンフィギュレーションサブモードを開始して、終了する例を示します。
switch# config t
switch(config)# vlan 15
switch(config-vlan)# exit
switch(config)#

VLAN の設定
VLANの次のパラメータの設定または変更を行うには、VLANコンフィギュレーションサブモー
ドを開始する必要があります。

• Name

• State

• Shut down
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デフォルト VLANまたは内部的に割り当てられた VLANの作成、削除、変更はできません。
また、一部の VLANでは変更できないパラメータがあります。

（注）

手順の概要

1. config t
2. vlan {vlan-id | vlan-range}
3. name vlan-name
4. state {active | suspend}
5. no shutdown
6. exit
7. （任意） show vlan
8. （任意） show vtp status
9. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

設定モードを開始しますconfig t

例：
switch# config t
switch(config)#

ステップ 1   

VLANコンフィギュレーションサブモードにします。既存の
VLANではない場合、指定した VLANが作成され、VLANコン
フィギュレーションサブモードが開始されます。

vlan {vlan-id | vlan-range}

例：
switch(config)# vlan 5
switch(config-vlan)#

ステップ 2   

VLANに名前を付けます。32文字までの英数字を入力してVLAN
に名前を付けることができます。 VLAN1または内部的に割り当

name vlan-name

例：
switch(config-vlan)# name
accounting

ステップ 3   

てられている VLANの名前は変更できません。デフォルト値は
VLANxxxxであり、xxxxは、VLAN ID番号と等しい 4桁の数字
（先行ゼロも含む）を表します。

128文字の名前がサポートされます（VLANロングネー
ム）。

（注）

VLANのステート（アクティブまたは一時停止）を設定します。
VLANステートを一時停止にすると、そのVLANに関連付けられ

state {active | suspend}

例：
switch(config-vlan)# state
active

ステップ 4   

たポートが非アクティブになり、VLANのトラフィック転送が停
止します。デフォルトステートは activeです。デフォルトVLAN
および VLAN 1006～ 3967のステートを一時停止にすることはで
きません。
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目的コマンドまたはアクション

VLANをイネーブルにします。デフォルト値は no shutdown（イ
ネーブル）です。デフォルト VLANの VLAN1、または VLAN
1006～ 3967はシャットダウンできません。

no shutdown

例：
switch(config-vlan)# no shutdown

ステップ 5   

VLANコンフィギュレーションサブモードを終了します。exit

例：
switch(config-vlan)# exit
switch(config)#

ステップ 6   

（任意）

VLANの情報およびステータスを表示します。
show vlan

例：
switch# show vlan

ステップ 7   

（任意）

VLANトランキングプロトコル（VTP）の情報およびステータス
を表示します。

show vtp status

例：
switch# show vtp status

ステップ 8   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコンフィギュ

レーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 9   

VLANコンフィギュレーションサブモードで入力した
コマンドはすぐに実行されません。変更を反映するに

は、VLANコンフィギュレーションサブモードを終了
する必要があります。

（注）

次に、VLAN 5のオプションパラメータを設定する例を示します。
switch# config t
switch(config)# vlan 5
switch(config-vlan)# name accounting
switch(config-vlan)# state active
switch(config-vlan)# no shutdown
switch(config-vlan)# exit
switch(config)#

VLAN 作成前の VLAN 設定
VLANを作成する前に、VLANを設定できます。この手順は、IGMPスヌーピング、VTPおよび
他の設定に使用されます。

show vlanコマンドでは、vlanコマンドを使用してそれを作成しない限り、これらの VLANは
表示されません。

（注）
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手順の概要

1. config t
2. vlan configuration {vlan-id}

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

設定モードを開始しますconfig t

例：
switch# config t
switch(config)#

ステップ 1   

実際にこれらを作成しないでVLANを設定
できるようにします。

vlan configuration {vlan-id}

例：
switch(config)# vlan configuration 20
switch(config-vlan-config)#

ステップ 2   

次に、これを作成する前に VLANを設定する例を示します。
switch# config t
switch(config)# vlan configuration 20
switch(config-vlan-config)#

VLAN のロングネームのイネーブル化
最大 128文字の VLANロングネームを設定できます。

はじめる前に

VTPはトランスペアレントまたはオフモードである必要があります。 VTPは、クライアントま
たはサーバモードにすることはできません。 VTPの詳細については、VTPの設定を参照してく
ださい。

手順の概要

1. configure terminal
2. system vlan long-name
3. （任意） copy running-config startup-config
4. show running-config vlan
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

128文字までの VLAN名をイネーブルにできます。system vlan long-name

例：
switch(config)# system vlan long-name

ステップ 2   

この機能をディセーブルにするには、このコマンドの

no形式を使用します。

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コンフィギュレー

ションをスタートアップコンフィギュレーションにコ

ピーして、変更を永続的に保存します。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 3   

システム VLANのロングネーム機能がイネーブルであ
ることを確認します。

show running-config vlan

例：
switch(config)# show running-config vlan

ステップ 4   

次に、VLANロングネームをイネーブルにする例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# system vlan long-name
switch(config)# copy running config startup config
switch(config)# show running-config vlan

VLAN の設定の確認
VLANの設定情報を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

VLANについての情報を表示します。show running-config vlan vlan-id

VLANについての情報を表示します。show vlan [all-ports | brief | id vlan-id | name name
| dot1q tag native]

VLAN情報の要約を表示します。show vlan summary

VTPについての情報を表示します。show vtp status
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VLAN 統計情報の表示とクリア
VLANの設定情報を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

すべての VLANまたは指定した VLANのカウ
ンタをクリアします。

clear vlan [id vlan-id] counters

各 VLANのレイヤ 2パケット情報を表示しま
す。

show vlan counters

VLAN の設定例
次に、VLANを作成して名前を指定し、ステートをアクティブにして、管理上のアップに設定す
る例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# vlan 10
switch(config-vlan)# name test
switch(config-vlan)# state active
switch(config-vlan)# no shutdown
switch(config-vlan)# exit
switch(config)#

VLAN に関する追加情報

関連ドキュメント

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco Nexus 9000シリーズ
NX-OSレイヤ 2スイッチング
コンフィギュレーションガイ

ド』

NX-OSレイヤ 2スイッチングの設定

『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS
Interfaces Configuration Guide』

インターフェイス、VLANインターフェイス、IPアドレス指
定、ポートチャネル

『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS
Multicast Routing Configuration
Guide』

マルチキャストルーティング
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マニュアルタイトル関連項目

『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS
Fundamentals Configuration
Guide』

NX-OSの基礎

『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS
High Availability and Redundancy
Guide』

高可用性

『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS
SystemManagement Configuration
Guide』

システム管理

標準

タイトル標準

—この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

MIBを検索およびダウンロードするには、次の
URLにアクセスしてください。ftp://ftp.cisco.com/
pub/mibs/supportlists/nexus9000/
Nexus9000MIBSupportList.html

CISCO-VLAN-MEMBERSHIPMIBには、次のも
のが含まれます。

• vmMembership Table

• MIBvmMembershipSummaryTable

• MIBvmMembershipSummaryTable
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